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１．はじめに 

我々は映像や静止画を見ている時，その映像か

ら実際の見た目と反する印象を受けることがある．

このような現象を錯覚と呼び，特に視覚を通じて

起きる現象を錯視と呼ぶ． 

我々が日常生活の中で作られた錯視を見ること

があるが，その多くは平面に描かれた絵である事

が多い．一方，近年杉原厚吉などが不可能立体を作

ることに成功し，錯視の立体化について関心が増

している．そして錯視を作る中で，３ＤＣＧを用い

ている例は多くない．そこで，本論文では有名な錯

視の一つである，バーバーポール錯視を元に３Ｄ

ＣＧで錯視を表現し，応用してみることにした． 

２．バーバーポール錯視 

 バーバーポールを利

用した理由としてはす

でに立体に存在してい

るので３ＤＣＧに対し

再現性や親和性が高い

と判断したからである． 

 ところでバーバーポ

ールとはサインポール

とも呼ばれる，理容店 

図１．バーバーポール を示す細長い円柱状の

看板のことであり，図 1 のことである． 

 バーバーポールでは，窓問題により見える範囲

が限定されているために生み出された仮現運動に

より縞模様が上下方向にも動いて見える[1]．回転

に加え，上下動も認識してしまう現象がバーバー

ポール錯視である． 

３．窓問題から考えるバーバーポール錯視 

限られた空間で動いたと認識する場合，得られ

た情報から推測する為，一定の結果を認識できな

い場合がある．バーバーポール錯視で起きている

現象もそれで窓問題と呼ぶ[2]．時間経過と共に範

囲内の見た目が変わる事で，起こり得る答えを導

き出し，上下動を知覚するのである． 

４．３ＤＣＧの錯視アニメーション 

３ＤＣＧによるバーバーポール錯視の表現はテ

クスチャを用いるだけならばバーバーポールその

ままになってしまうので，疑似的にそう見える図

３を作った．コイル状の円柱の中心に基点を置き，

回転を加えた．図３のように通常のバーバーポー

ルと同様の見た目を得られた． 

 

図３．３ＤＣＧによるバーバーポール 

次に３ＤＣＧの特性を生かした応用をした．３

ＤＣＧの特性として３６０度どこからでも観察す

ることができ，その特性を活かせる錯視効果をバ

ーバーポールは持っている．複数の方向から見た

場合においてもバーバーポールに見られる無限性



を持ったアニメーションを作成できる点である．

視点を変えて撮影したものが図４である．図４は

図３で制作したものを下から撮影したものである．

ここではドロステ効果的バーバーポールと呼ぶ． 

 

図４．３ＤＣＧによるバーバーポール_下面 

 このアニメーションでは同心円がいくつも並

んでおり，それが近寄ってくる，もしくはその中へ

と進んでいくような視覚効果を得られた． 

 

図５．隙間を取ったバーバーポール 

 次に図５の様に程よく隙間を持ったものを作  

った．こちらでは，図４の位置から見たとき，より

螺旋が続いていると感じさせることが目的である．

ここでは，前者の無限に輪がある事より，ドロステ

効果を強く感じさせる見た目を求め，図６の様に

なった． 

 

図６．隙間を取ったバーバーポール 

このドロステ効果的バーバーポールに物体を添

えると他の錯視でも見られるような，周りの錯覚

に影響される現象も観測できた．それが以下の図

７である． 

 

図７．バーバーポール錯視の影響 

図７は，バーバーポールの内側にボックスを配

置し，バーバーポールの基点と同じ座標を中心に

回したものである．カメラからの距離は常に同一

であるにも関わらず，奥の方へと移動しているよ

うに見えることから，沿うバーバーポールの視覚

効果に影響を受けている． 

５．おわりに 

３ＤＣＧによるバーバーポール錯視を用いた多

角的錯視映像の制作について述べてきた．バーバ

ーポールは３次元の要素を持っているに加え，円

の持つ対称性から無限の要素を抽出しやすい．映

像への応用は十分にできるものであり，表現の追

求の手助けになればと思う． 
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